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Interregは，Interreg I（１９９０－１９９３），Interreg II（１９９４－１９９９）を 経 て，Interreg III（２０００－２００６）ま
でが実施されている。Interreg IIIには A，B，Cの区分があり，III Aは国境を挟んで隣接する地域間
協力（cross−border cooperation），III Bは III Aよりも広い範囲を対象とする域内協力（transnational
cooperation），III Cはヨーロッパを大きく東西南北の４つに区分した地域を対象とする域内協力












































本稿では主に Interreg IIプログラムの事後評価報告書（LRDP，２００３b），および Interreg III Aプログ










の地理的・経済的特性を説明した上で，第３節では Interreg II Aプログラムを概観し，問題点を示










図１：イタリア・スイス Interreg III A対象地域







































































県 農 業 工 業 サービス
ヴ ァ ッ レ ・ ダ オ ス タ ３，２６３ １２２．９ ３．６ ３，５５３ ４．９ ２５．６ ６９．５
ビ エ ッ ラ ９１７ １８８．２ ４．１ ４，７３２ ２．８ ４７．５ ４９．７
ヴ ェ ル ツ ェ ッ リ ２，０８８ １７７．３ ３．６ ４，２８７ ６．０ ４０．１ ５３．９
ノ ヴ ァ ー ラ １，３３８ ３５３．７ ４．５ ４，７３２ ３．６ ３９．１ ５７．３
ヴェルバーノ＝クジオ＝オッソラ ２，２５５ １６１．６ ５．７ ３，５２４ １．９ ３４．３ ６３．８
ヴ ァ レ ー ゼ １，１９９ ８４３．３ ３．７ ２１，０９７ １．４ ４３．９ ５４．６
コ モ １，２８８ ５６０．９ ３．０ １３，２６６ １．４ ４９．３ ４９．４
レ ッ コ ８１６ ３２２．２ ２．１ ８，３５０ １．９ ５４．１ ４４．１
ソ ン ド リ オ ３，２１２ １７９．１ ３．８ ４，３３７ ５．２ ３４．２ ６０．７
ボ ル ツ ァ ー ノ ７，４００ ４７７．１ １．９ １６，１４９ １１．５ ２６．３ ６２．２





ヴ ァ レ ー ５，２２５ ２９１．５ ２．６ １０，５９７ １０．７ ２５．８ ６３．５
テ ィ チ ー ノ ２，８１２ ３２２．６ ３．５ １２，２６４ ２．６ ２８．０ ６９．４
グ ラ ウ ビ ュ ン デ ン ７，１０５ １８８．０ １．４ ８，７１２ ９．６ ２３．７ ６６．７
ス イ ス 側 対 象 地 域 １５，１４２ ８０２．１ － ３１，５７３ － － －
対 象 地 域 全 体 ３８，９１８ ４０６５．４ － － － － －
データ）イタリア各県のデータは Eurostat（http : //epp.eurostat.ec.europa.eu/portal/page?_pageid＝１０９０，１＆＿dad=portal&_
schema=PORTAL），ISTA : Istituto Nazionale di Statistica（http : //demo.istat.it/pop 2005/index.html）および IRS : Instituto per la


















この地域において Interregが実施されたのは，実質的には Interreg IIからであった。よって，以下で
は，まず Interreg II Aの実態を見ておくことにしよう。
３．イタリア・スイス間の Interreg II A：１９９４～１９９９年




















































































項 目 テーマ 計
孤 立 状 態 インフラや連結要素の強化 １１．４％ １１．４％





生 活 の 質 環境設備 １２．６％
自然の管理・保護・活用 ７．０％ ４０．８％
歴史的・文化的遺産や景観の活用 ２１．２％
協 力 関 係 主体間協力の発展 ７．０％ ７．０％
技術的支援 １．４％ １．４％
（出所）Regione Lombardia et al.（２００１），表２．１（p．３７）より作成。
（注）数値は１９９９年１２月３１日のものであり，事業計画の遅れや変更を勘案した予算見直し後の最終値である。
































以上のように Interreg II Aプログラムには改善の必要もあるが，実質的に初めてのイタリア・スイ
７ 現在（２００６）の事業パートナーは，ヴァッレ・ダオスタ特別自治州，ヴァレー州，トリノ県，マルティニー市（Ville
de Martigny），Le Nouvelliste（スイス・フランス語圏の主要日刊紙），Istituto Universitario Kurt Bösch（民間財団），
InfoAlp−Aosta（地域の情報交換目的とするジャーナリスト協会），L’Association valdôtaine des Industriels（産業組合），














委員会（Monitoring Committee），運営委員会（Steering Committee），管理局（Managing Authority），財
務局（Paying Authority）を，原則として各１機関，設置することが定められた。ただし，モニタリン
グ委員会は運営委員会の機能を兼ねることができる。
以下では，『共同体イニシアチブ・プログラム』（Regione Lombardia et al.，２００１）および『Interreg III








































政府の産業・中小企業・観光・協力総局，計画・組織担当（UO Programmazione e Organizzazione）が
管轄している。財務局の主な業務は，EU構造基金（ERDF）からの資金受取およびイタリア側各地
方政府への支払いであるが，プログラム費用に関する申告書の作成や各事業からの支払要求の予測も


















































































９ 社会経済的パートナーとは，商工会議所（Camera di Commercio），産業組合（Associazioni industriali），製造業経営者
団体（Società impresario costruttori），労働組合（sindacati），ティチーノ農村組合（Unione Contadini Ticinesi），ティチー


































Territorio），WWF，Pro−Natura，Regio Insubrica，Regioni di Montagnaであり，制度的パートナーとは州政府の部局，大
学である。






イタリア・スイス Interreg III Aにおいて最初に事業の承認が行われたのは２００２年５月であったが，
表３：イタリア側の主要目標別，テーマ別事業費予算
主要目標 総費用 ERDF 公的資金 事業主体 ERDF 公的資金 事業主体
テーマ （単位１０００ユーロ） 対総費用比率
１ １８，５４５ ５，９３３ ５，９３３ ６，６７９ ３２．０％ ３２．０％ ３６．０％
１．１ ３，７８３ １，１８９ １，１８９ １，４０６ ３１．４％ ３１．４％ ３７．２％
１．２ ３，２５５ ８４７ ８４７ １，５６１ ２６．０％ ２６．０％ ４７．９％
１．３ １１，５０６ ３，８９７ ３，８９７ ３，７１２ ３３．９％ ３３．９％ ３２．３％
２ １９，６０２ ６，０４８ ６，０４８ ７，５０６ ３０．９％ ３０．９％ ３８．３％
２．１ ６，６３０ ２，３００ ２，３００ ２，０３１ ３４．７％ ３４．７％ ３０．６％
２．２ ７，６５０ ２，１９４ ２，１９４ ３，２６３ ２８．７％ ２８．７％ ４２．７％
２．３ ５，３２２ １，５５５ １，５５５ ２，２１２ ２９．２％ ２９．２％ ４１．６％
３ ３，７７３ １，３２３ １，３２３ １，１２７ ３５．１％ ３５．１％ ２９．９％
３．１ １，５３４ ５５３ ５５３ ４２９ ３６．０％ ３６．０％ ２７．９％
３．２ ２，２３９ ７７０ ７７０ ６９９ ３４．４％ ３４．４％ ３１．２％




主要目標 総費用 公的資金 事業主体 公的資金 事業主体
テーマ （単位１０００ユーロ） 対総費用比率
１ ４，３７９ ２，３２５ ２，０５４ ５３．１％ ４６．９％
１．１ １，２３１ ５４７ ６８４ ４４．４％ ５５．６％
１．２ １，２３６ ７０７ ５２９ ５７．２％ ４２．８％
１．３ １，９１２ １，０７２ ８４０ ５６．０％ ４４．０％
２ ５，４２９ ２，６５０ ２，７７９ ４８．８％ ５１．２％
２．１ ２，８９４ １，４５６ １，４３８ ５０．３％ ４９．７％
２．２ ２，３３７ １，０７６ １，２６１ ４６．１％ ５３．９％
２．３ １９８ １１７ ８１ ５９．２％ ４０．８％
３ １，４６４ ８９０ ５７４ ６０．８％ ３９．２％
３．１ ５５７ ３７４ １８２ ６７．３％ ３２．７％
３．２ ９０７ ５１６ ３９１ ５６．９％ ４３．１％
























１１ これらの事例は，広報誌 News Interreg III A Italia−Svizzera, No．２～６による。









































事 業 名 イタリア スイス 総 額




国境を越える自転車専用区域のための自転車観光情報システム １４０，０００ １３３，３３３ ２７３，３３３
国境のないランド（ハイカー支援） １，６７１，８６７ １０６，６６７ １，７７８，５３４
カステッランツァ－ヴァルモレーア鉄道 ６１１，０００ ５０２，８００ １，１１３，８００
国境を越える視聴覚ライブラリー ４２０，１０２ ２００，００１ ６２０，１０３
モンテローザ地域における歴史・科学博物館ネットワークの構築 １，３５０，０００ ２１３，０００ １，５６３，０００
災害時における芸術・文化遺産の保護 １５０，０００ ７５，０２６ ２２５，０２６
ロカルノ－ミラノ道路（マッジョーレ湖，ティチーノ自然公園経由） ２９８，０００ ４９，３３３ ３４７，３３３
インスブリカ地域における報道協力 １２５，０００ ４０，０００ １６５，０００
オンライン２言語（イタリア語・ドイツ語）教育辞典 ２３２，７５５ ４１，３００ ２７４，０５５
若手研究者の発掘 １０７，９００ ２７，０００ １３４，９００









わり，イタリアからはヴィンシュガウ中小企業経済会議（Wirtschaftstisch der KMUs im Vinschgau），
ボルツァーノ自治県手工業局（Amt für Handwerk der Autonomen Provinz Bozen），ヴィンシュガウ地域
開発センター（Regionalentwicklungszentrum Vinschgau），スイスからはウンターエンガディーン＝
ヴァル・ミュスタイル商工業組合（Handels− und Gewerbeverein Unterengadin / Val Müstair），オースト












され，Interreg I（１９９０－１９９３），II（１９９４－１９９９）を経て現在 Interreg III（２０００－２００６）と発展してき
たが，イタリア・スイス・プログラムについては，両国共同での協力事業が開始されたのは実質的に
は Interreg IIからであり，経験不足から Interreg II Aではさまざまな問題点が生じた。指摘された主
な問題点は， プログラムを共同管理・運営するための組織構造の問題， 事業を進めていく上での
相互のコミュニケーションの不足，ローカル・レベルからのプログラムへの関与の不足，事業主
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Interreg Program in the Italy−Switzerland Border Region
 Governance of cross−border cooperation between
a EU member state and a non−member state 
Satoko Ishida
The Community Initiative Interreg program, regional policies of the EU, started to promote cross−border
cooperation between the constituent countries. By taking up one of them, the Interreg program that covers the
Italy−Switzerland border region, this paper examines the actual state of the cross−border cooperation and
problems that entail in the implementation. The research suggests that the concerted efforts have made great
contribution to the development of the region, where exchanges between the two sides were traditionally
hampered by the Alps that divide them. It also suggests a success of the joint administrative structure, which
was formed by addressing the problems emerged from other programs implemented earlier. However, the
program is considered still on the beginning stage with some problems remained unsolved. Some come from
difference in their EU membership status : Financial resources are not equally available to them : For example,
Italy, a EU member, receives financial assistance from ERDF(European Regional Development Fund), while
Switzerland, a non−member, cannot. Necessity of streamlining of the project implementation is also suggested :
Despite the joint administration, specific projects have to go through duel procedures before starting them,
where they are required of approval of each county. Thus, the research indicates a need of dealing with these and
other problems to further promote the development of the region.
２１イタリア・スイス国境地域における Interreg
－２１－
